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はじめに：問題意識

言葉による製品カテゴリーの命名

→製品カテゴリーが意味を含み、人々に伝えられるプロセス

生産者が製品に見出していた意味と、カテゴリーの命名により
生じた意味にギャップが生じるという現象に注目
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製品カテゴリー

製品カテゴリーのマネジメントは、マーケティングおける重要な
課題のひとつである（Aaker, 2011; Solomon, 2012; 新倉, 2005）

製品カテゴリーは言葉によって表される（松井, 2015）

→言葉を生み出し普及させる役割を担うのがメディア（松井、
2013）

→生産者が意図しない形で、製品カテゴリーの命名が行われるこ
ともあるのではないか
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先行研究：社会学におけるカテゴリー研究

分類：集合的な表象としてのカテゴリー（デュルケム, 1975）

→その表象を客観化するのが言葉である（Berger and Luckman, 
1966）

意味の問題への焦点（Negro et al., 2010）

・アイデンティティ（Zhao, 2005）、正当性（Zuckerman, 1999）

・メディアの言説を通した意味の構築と安定（ Rosa et al., 1999; 
Khaire and Wadhwani, 2010）



先行研究：まとめ

言葉で表されることにより人々に認識される集合的な表象とし
てのカテゴリー

カテゴリー名をつける（ラベリングする）行為は十分には検討さ
れていない

→ラベリングを行う行為者は、カテゴリー形成の直接の当事者の
意図とは別の意味をカテゴリー名とともに創りだす可能性がある



調査対象：渋谷系音楽

 1990年代に流行した音楽ジャンル

渋谷のレコード店（特にHMV）で売れていたことから「渋谷系」

様々な音楽ジャンルを横断的に取り入れた音楽性
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渋谷系に括られたミュージシャン

ピチカート・ファイヴ

オリジナル・ラヴ

フリッパーズ・ギター

コーネリアス

小沢健二

カヒミ・カリィ

ラヴ・タンバリンズ

サニーデイ・サービス

暴力温泉芸者

etc
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ジャンル横断的な音楽ジャンル

ソウル
ボサ・ノ
ヴァ

パンク・
ロック

ジャズ ハウス …

渋谷系
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調査対象とする理由

 当事者が言い出した言葉ではなく、メディアが作り出し広めた言葉

 音楽の事例であるため、カテゴリーの「意味」の問題に焦点を当てやすい

→ジャンル横断的であるため、音楽的なスタイルや技術だけで説明すること
もできない
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調査方法

 雑誌記事の言説の分析

→「渋谷系」という言葉を扱ったり、渋谷系のミュージシャンを取り上げた記
事の解釈

 先行研究（Rosa et al., 1999; Khaire and Wadhwani, 2010; Jones et al., 
2012; Lena and Peterson, 2008）

 「渋谷系」という言葉は主に雑誌メディアにより用いられていた

 インタビュー記事により、当事者であるミュージシャンの意図も見れる
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調査方法

大宅壮一文庫のデータベース、Web-OYA BUNKOにより検索
（1999年12月まで）

記事タイトルに「渋谷系」もしくは「シブヤ系」（96件）

ピチカート・ファイヴ（175件）、オリジナル・ラヴ（127件）、フリッ
パーズ・ギター（28件）、コーネリアス（小山田圭吾）（128件）、小
沢健二（138件）

→カテゴリーのエクゼンプラー（代表例）



雑誌記事数の推移
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「渋谷系」の登場

 『宝島』1994年２月９日号

「そして、そうした流れの中で売れている音楽の中には、ポップで（！）オ
シャレで（？）キャッチー（！？）なものが多く、全部ひっくるめて「渋谷系」と
呼ばれていたりするワケ（本当！？）」

 「一般的にお洒落なイメージを指す用語」、「時代やジャンルにこだわらず、心地よく
て、オシャレな音楽を自然に取り込んだ、洋楽感覚のサウンドが魅力」、「その特徴は
スタイリッシュ、つまり最先端のオシャレな音楽」、「若者からの支持」

 →「オシャレ」、「若者の流行」といった意味



「渋谷系」の語られ方

 「世間で広まっている言葉」という語り口（例：「最近“渋谷系”と
いう言葉を耳にする（SPA, 1994年３月16日）」

→消費者の流行を捉えている、という見せ方

雑誌記事のライターも、全てが無批判に使っているわけではな
い（例：「洋楽耳のオシャレないわゆる『渋谷系』という意味不明
の修飾語でくくられた音楽（Hanako, 1994年５月19日）」）

→あくまでも「他人が使っている言葉」であるため？



ミュージシャンの反応

 肯定的な反応

ピチカート・ファイヴ

「見出しを付けてもらえるのは嬉しい」

 否定的な反応

オリジナル・ラヴ「俺は渋谷系じゃない」

コーネリアス「 “渋谷系”とか言われているような奴のレコードなんか絶対買
いたくない」

小沢健二→反応を示さない



考察

 雑誌メディアの役割（Rosa et al., 1999; Khaire and Wadhwani, 2010)

雑誌記事が、「世間」で使われている言葉として用いる

その記事を見た別の記事のライターが自身の記事で用いたり、アーティスト
のインタビューで持ちだしたりする＝言葉の使用が別の場所での使用を生む

→「渋谷系」という言葉がカテゴリーの存在を客観化（Berger and Luckman, 
1966）

→言葉で括ることにより、アーティストにも「オシャレ」や「若者の流行」といっ
た意味とともに認知がなされる
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考察

 アーティストの意図と「渋谷系」の持つ意味のギャップ

ピチカート・ファイヴは、以前から「オシャレ」という言葉を意識していた

その他のアーティストはそういったことを意識していなかったり、「勘違い」で
あるとしていた

言葉を用いるメディアも批判的な立場をとる場合もあった

→Rosa et al. (1999) の述べる「安定化」は生じなかった

→アーティストの拒否により使用しづらくなる、音楽以外の分野での使用
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ピチカート・ファイヴ
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オリジナル・ラヴ
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コーネリアス
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インプリケーション

自社製品と、何らかの肯定的な意味やイメージを持つ言葉を
結びつけることで、その製品にそのカテゴリー名の肯定的な意味
を付与して、市場を広げられる可能性

意図しない製品と言葉の結びつきへの対処の必要性
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限界、今後の課題

他のミュージシャンの「渋谷系」への反応

消費者の需要（→フレーミング）や小売店の視点

他の事例との比較研究
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年ごとの雑誌記事数

1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999合計

渋谷系 10 23 16 16 15 16 96

ピチカート・ファイヴ 2 3 3 2 12 9 15 24 22 10 18 22 33 175

オリジナル・ラヴ 10 13 8 34 26 16 4 6 10 127

フリッパーズ・ギター 1 10 17 28

コーネリアス 4 6 20 18 17 23 21 19 128

小沢健二 1 12 20 38 35 16 11 5 138

合計 2 3 3 2 23 37 58 108 127 94 77 75 83 692



ピチカート・ファイヴ

 1984年、小西康陽を中心に結成

 1960年代のアメリカン・ポップスや1970年代のソウルミュージッ
クなど、過去の洋楽からの影響が強い
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「渋谷系」への反応：ピチカート・ファイヴ

 「元祖渋谷系」「渋谷系のオリジネイター」と形容される

（「今ピチカート・ファイヴを『渋谷系』みた
いな、一つのイメージの一部として聴いて
る人もいると思うんですよ」という問いかけ
に対し）

それは全然構わない。むしろ光
栄ですけどね（『音楽と人』1994
年11月）

渋谷系でも何でも見出しを付けてもらえるの
は嬉しいことです。ピチカート・ファイヴは長
い間、『何と言って売ればよいのかわからな
い』と言われ続け、冷遇されてきたことが忘
れられないので（『SAPIO』1996年10月９日）



「渋谷系」以前のピチカート・ファイヴ

僕たちピチカートは東京の音っていう
のを代表したい、というスタンスなん
です。
（中略）
東京の字面は“TOKYO”か“トー
キョー”。そして、港区か渋谷区の音
なんです。（『FM fan』1992年９月14
日）

今若い人ってオシャレに
なってて音楽のセンスも
すごく良いし、彼らがピ
チカートを聴いてる（『ス
コラ』1993年７月８日）



オリジナル・ラヴ

 1985年に田島貴男により結成

田島貴男はピチカート・ファイヴにも一時期加入していた

年代は1940年代から1970年代まで、ジャンルはパンクロックか
らジャズまで幅広い音楽を好む
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「渋谷系」への反応：オリジナル・ラヴ

 「渋谷系ジャンルの大御所的存在」

俺は渋谷系じゃね
え！（1994年７月のコ
ンサートにて）

80年代のバブル的な匂い

が感じられて、好きな言葉
じゃない（『DIME』1994年６

月16日

多少うざったいなとは思ってまし
たね。別に渋谷系の音楽をやろ
うとしてるわけじゃないのに（『音

楽と人』1994年11月）



「渋谷系」以前のオリジナル・ラヴ

オシャレと言われるのは、嫌じゃないですけど、オシャレ
相当バンドみたいなことをやってる気はないです（笑）。
音楽は二の次で、オシャレということだけを意識してやっ
てるバンドもいますから。僕らはそうじゃない。結成したと
きからクオリティのあるポップスをやろうということは全く
変わってないし。（『スコラ』1993年６月24日）



フリッパーズ・ギター、コーネリアス、小沢健二

フリッパーズ・ギター：小山田圭吾と小沢健二による２人組

→1991年に解散

解散後、２人はソロデビュー、小山田圭吾はコーネリアスという
アーティスト名
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フリッパーズ・ギター

 「単純で汗くさいロックにはちょっとついてけないおしゃれな少女
たちの熱い眼差しを一身に浴びている」（『checkmate』1989年９
月）

フリッパーズ・ギター「勘違い引き起こし率が異常に高い（『03』
1991年８月）」（オシャレな生活を描いた歌詞へのファンの反応
に対して）
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「渋谷系」への反応：コーネリアス（小山田圭吾）

 「渋谷系の頂点」「渋谷系のプリンス」と形容される

もし自分が高校生とかだったら、“渋谷系”とか言
われているような奴のレコードなんか絶対買いた
くないと思っちゃうよ。『SPA！』なら僕が普段暮らし

ている部分とリンクする部分があるけど、例えば
『メンズ・ノンノ』かなんかでさ、“クラブ・シーンのお
洒落な何とか”とか言って俺が出てたら、もう絶対
買わない（笑い）。嫌だわ、そんなの（『SPA』1994

年２月９日）

だけど、僕なんか渋谷系でさ、オ
リーブの『お洒落と思う有名人』の５
位にランキングされてるわけだから
さ、さぞや都会のアーバンライフを
楽しんでると思われてんだろうけど、
ついこないだまで人にポコチンロッ
クと言われる部屋に住んでた男で
すからね（笑）（『音楽と人』1994年

10月）



「渋谷系」への反応：コーネリアス（小山田圭吾）

ネーミングがヒドイ（『SPA！』
1997年８月20日）

一番バカげているのは、『シ
ブヤ系』が流行ってきたとい
う時代に、やっぱりレコード
会社の人間とかって『シブヤ
系』をコンセプトにしたバンド
というのを出すんだよね
（『VIEWS』1995年３月）


